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論文内容の要旨
本論文は高周波電磁界中における電子軌道の収差論をまとめたものであり， 7 章から成っている。
第 1 章では，高周波電磁界中の電子軌道の収差論の現状およびその問題点を述べるとともに，本論
文の目的と意義を明らかにしている。
第 2 章では，高周波電磁界中の電子軌道を収差論的に解析するための準備として回転対称系の空間
ならびに時間軌道に対する 2 次わよび 3 次の収差方程式を導出している。
第 3 章では，収差論を展開する上で必要な範囲内で，すでに種々検討されている近軸電子軌道の光
学的性質をまとめている。なお，回転対称、な高周波電磁界系に対する焦点距離の一般公式を薄肉レン
ズ仮定の下に新らたに導出している。
第 4 章では，第 2 章で導出した収差方程式を用いて空間軌道および時間軌道に対して，それぞれ 4
個および14個の 2 次収差係数を積分表示で与え，作図により各収差係数と近軸軌道量の時間依存性と
の関係を検討している。さらに，時間軌道に対する収差係数を用いて，電子ビームの高次摂動まで考
慮したエネルギ一分散が容易に表現できることを示している。
第 5 章では，空間軌道，および時間軌道に対して，それぞれ12個および24個の 3 次収差係数の積分
表示を与えている。そして その物理的意味にもとづき 各収差係数の分類をおこなっている。さら
に，回転対称、な高周波電磁界系での高次収差の一般形を見出し，各次収差項の分類，および隣接次数
の収差との関係について述べている。
第 6 章では，前章までの一般論をTM olOモード空胴共振器に適用し，近軸特性， 2 次および 3 次収
差係数を数値的に検討している。この結果を用いて TMo10 モード空胴共振器を収差補正用電子レン
ズとして用いることの可能性についでキ食言すしている。
第 7 章は結論であって，主な成果をまとめるとともに，残された問題について述べている。
論文の審査結果の要旨
近時，高周波電磁界中の電子の空間ならびに時間軌道を精密に記述することが必要になってきてい
る。これには収差論的手法が有効で、あるが，これまでは断片的なものがあるのみで，収差係数のすべ
てについて計算し検討を加えたものは，本論文が最初である。
すなわち，回転対称高周波電磁界中の電子に対して，空間ならびに時間軌道の 2 次および 3 次収差
係数のすべてについて積分表示した。高周波電磁界中の軌道を特長づける 2 次収差については，それ
が近軸軌道量の時間依存性によるところを綿密に論証した他，物理的な対応づけを行ない， 3 次収差
については，静電磁界に対するザイデル収差と類似のものと，軌道の時間依存性によるものとの両者
から成ることを示した。さらに， TMo10 モード空胴共振器に適用して， レンズの屈折力が最大になる
位相で， 2 次収差係数のすべてと， 3 次収差係数の大半が，非常に小さくなることを示すとともに，
色収差係数および球面収差係数が負の領域では，他の 2 次および 3 次の収差係数の値が小さくならな
いことを示した。
このように，本論文は電子管ならびに電子ビーム工学の進歩に寄与するところが大きし」よって，
博士論文として価値あるものと認める。
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